
■聖」

コ
ロ

ロ
日日

嵐

慮

會

鉄

名
簿
発
行
の
た
め
の
調

査
票
を
必
ず
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

昨
年
１２
月
６
日
の
総
会
の
議

決
に
も
と
ず
き
、
名
簿
の
発
行

へ
向
け
て
の
調
査
票
を
同
封
し

ま
し
た
。

４
ペ
ー
ジ
の

「
訂
正
記
入

マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
参
照
の
う
え
ご

記
入
い
た
だ
き
、

１０
月
３１
目
ま

で
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
不
明
者
の
情
報
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
行
わ
れ
た
総
会
の
案
内

を
お
送
り
す
る
際
、
各
期
各
ク

ラ
ス
の
評
議
員
の
ご
協
力
に
よ

り
行

っ
た

「住
所
調
査
」
を
も

と
に
総
会
の
案
内
状
を
お
送
り

し
た
と

こ
ろ
、
「
出
席

す

る
」

「欠
席
す
る
」
と
の
返
信

の
ほ

か
に
、
「宛
所
尋
ね
当
た
ら
ず
」

で
の
返
送
が
約
２５
％
あ
り
ま
し

た
。こ

の
三

つ
の
デ
ー
タ
ー
を
元

に
、
評
議
員
の
ご
協
力
に
よ
り

再
調
査
を
行
い
、
こ
の
会
報
と

調
査
票
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

現
時
点

で
の

「住
所
不
明

者
」
と

「
宛

所

尋

ね
当

た
ら

ず
」
の
方

は
、
次

ペ
ー
ジ

の

『
不
明
者

一
覧
表
』
の
と
お
り

で
す
。

そ
こ
で
、
あ
な
た
の
期
、
ク

ラ
ス
、
友
人
、
お
知
り
合
い
な

ど
で
、
現
住
所
を
ご
存
じ
の
方

は
、
調
査
票
の
表
面
に
ご
記
入

の
上
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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同
窓
会
の
活
動
が
停
止
し
た

よ
う
に
見
え
て
か
ら
久
し
い
が

そ
の
間
、
会
報
と
名
簿
の
発
行

を
何
度
と
な
く
計
画
し
、
原
稿

ま
で
お
渡
し
し
ま
し
た
が
、
働

き
盛
り
の
理
事

。
評
議
員
は
多

忙

で
、
遂

に
日
の
目
を
見

な

か

っ
た
こ
と
に
責
任
を
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し

一
見
休
眠
状

態
で
あ

っ
て
も
、
都
立
大
学
の

南
大
沢
移
転
問
題
と
合
わ
せ
て

の
附
属
高
校
の
あ
る
べ
き
姿
の

討
議
、
入
学
式

。
卒
業
式
で
の

祝
辞
、
沼
津
寮
維
持
の
た
め
の

補
助
、
父
母
会
事
業

へ
の
協
力

な
ど
を
欠
か
さ
ず
行

っ
て
き
ま

し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
東
京
都

教
育
委
員
会
か
ら
都
立
高
校
改

革
推
進
計
画
が
出
さ
れ
、
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
が
開
始
さ
れ

て
以
来
、
母
校
も
こ
の
大
波
に

呑
み
込
ま
れ
、
平
成
１８
年
か
ら

中
高

一
貫
６
年
制
の

「中
等
教

育
学
校
」
と
し
て
改
編
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
都
立
大

学
附
属
高
校
の
特
色
と
良
い
伝

統
を
守
る
た
め
、
平
成
９
年
の

計
画
当
初
か
ら
当
時
の
校
長
と

都
の
教
育
長
、
局
長
を
訪
ね
、

校
名
、
校
旗
、
校
章
、
校
歌
の

存
続
を
求
め
、
旧
制
府
立
高
等

学
校
時
代
か
ら
の
特
色
を
残
じ

た
６
年
制

一
貫

へ
の
自
然
移
行

を
論
じ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
全
容
は
未
だ
不
明
で
す
。

平
成
１５
年
１２
月
６
日
の
同
窓

会
総
会
で
は
、
自
由
と
自
治
の

伝
統
を
守
り
、
有
能
な
人
材
を

世
に
送
る
ユ
ニ
ー
ク
な
学
校
で

あ
り
た
い
と
の
声
と
、
同
窓
会

も
新
学
校
と
の
連
続
性
を
求
め

る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た

そ
の
た
め
に
も
名
簿
を
発
行
し

附
属
高
校
同
窓
会
と
し
て
の
体

制
を
調
え
る
こ
と
が
急
務
で
あ

る
と
考
え
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。８

月
９
日
夜
、
父
母
会
、
同

窓
会
、
地
域
住
民
に
対
し
て
の

説
明
会
が
行
わ
れ
、
校
長
、
都

教
育
委
員
等
か
ら
話
を
聞
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

都
立
大
学
は
来
年
か
ら
首
都
大

学
東
京
と
変
わ
り
附
属
高
校
は

持
た
な
い
。
従

っ
て
名
称
は
変

わ
る
。
校
旗
、
校
章
は
引
き
継

が
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
校
歌

は
現
在
検
討
中
で
不
透
明
。
こ

れ
が
最
新
の
情
報
で
す
。
新
学

校
の
生
徒
と
現
附
属
高
の
生
徒

と
は
同

一
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
び
．

体
育
祭
、
文
化
祭

（記
念
祭
）
、

部
活
動
な
ど
は
共
有
す
る
と
い

い
ま
す
。
同
窓
会
も
連
続
し
た

も
の
と
な
り
、
現
在
は
伝
統
も

校
風
も
変
わ
ら
ぬ
も
の
に
な
る

よ
う
な
希
望
が
残

っ
て
い
ま
す
＾

こ
れ
が
現
況
で
す
。

都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
は

中
高

一
貫
６
年
制
の
新
し
い
中

等
教
育
学
校
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
１８
年
４
月
か
ら
中
等
教
育
学

校
１
年
生
の
受
け
入
れ
を
開
始

し
ま
す
。
数
年
間
は
附
属
高
校

と
中
等
教
育
学
校
が
共
存
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
附
属
高
校

の
同
窓
生
に
と

っ
て
は
、
卒
業

し
た
学
校
が
大
き
く
変
わ

っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
ご

心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
都
立
大
学
自
体
が
平

成
１７
年
４
月
か
ら
都
立
の
他
の

３
大
学
と

一
緒
に
な
り
、
新
し

ム
~T~

め
ぐ
ろ
区
民
キ
ャ
ン
バ
ス

（旧
都
立
大
学
）

い
大
学
、
首
都
大
学
東
京
と
し

一

て
設
立
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

一

す
。
こ
れ
ら
は
ハ
設
置
形
態
が

一

公
立
大
学
法
人
に
変
化
し
、
今

一

ま
で
の
よ
う
な
都
立
で
は
一な
く

一

な
り
ま
す
。
ま
た
、
法
律
的
に

一

附
属
学
校
を
付
置
で
き
な
い
こ

一

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
一

そ
の
よ
う
な
事
情
で
す
の
で
、一

都
立
大
学
附
属
高
校
を
卒
業
さ

一

れ
て
大
学
附
属
高
校
で
あ
る
こ

一

と
に
愛
着
を
持

っ
て
い
た
Ｉ
い

・

て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
大
憂
申

．

じ
訳
な
い
の
で
す
が
、
中
Ｔ
教

・

育
学
校
に
は
、
大
学
附
属
弾
校

一

で
あ
る
こ
と
や
、
校
名
は
継
承

一

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
ず
。　
一

一
方
、
府
立
高
等
学
校
か
ら

一

都
立
大
学
附
属
高
校
に
継
承
さ

一

れ
て
き
た
学
校
と
し
て
の
継
続

一

性
は
、
新
し
い
中
等
教
育
学
校

一

刷一日
一睦一鵬
一時一隋
一］

今

ま

で

と

こ

れ

か

ら

の

同

窓

会

　

理
事
長

内
野
滋
雄

総会で挨拶す
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中 都
立
大
学
附
属
高
等
学
校

ヽ

　

　

′ヽ

ユ
〃

レゝ
ン

等
教
育
学
校
へ
の
発
展
的
継
承
を
準
備
中
で
す
。

総会で改編を説明する松浦校長
騨
騨
麟
」睡

■
平成18年 へ向けて校舎の新築 と改築が進む

東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
　
校
長
　
が
掟
柵
市
″
一
大

へ
も
引
き
継
ぐ
こ
と
で
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
２１

年
に
は
、
４
学
年
そ
ろ
っ
た
中

等
教
育
学
校
と
残
り
２
学
年
と

な

っ
た
高
校
が
合
同
で
、
創
立

８０
周
年
の
式
典
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

時
代
の
要
請
に
応
え
る
都
立

の
中
等
教
育
学
校
に
す
る
た
め

に
は
、
斬
新
な
学
校
を
創
り
あ

げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
都
立
大
学

附
属
高
校
と
し
て
培

っ
て
き
た

校

風

や
特
徴

の
良

い
点

を
、

し

っ
か
り
継
承
し
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
で
、
他
の
中
高

一
貫

教
育
校
と
異
な

っ
た
魅
力
の
あ

る
学
校
と
な
り
、
新
し
い
入
学

生
や
そ
の
保
護
者
の
高
い
支
持

を
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

附
属
高
校
の
同
窓
会
の
皆
さ

ん
が
、
学
校
の
名
称
や
形
態
が

変
わ

っ
て
も
、
こ
の
同
じ
地
で

発
展
す
る
母
校
に
対
し
て
愛
着

を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

中
等
教
育
学
校
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
発
展
し
て
い
く
本
校
に
、

ご
指
導
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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理事 0評議員―覧表
無印・評議員、○理事、◎理事兼任、

☆理事長委嘱、 (協 )協力者、(連)連絡係

ヽ
1期 AO内野滋雄、小林行昌、B大塚福次郎

~ 2期 A◎堀内茂男、B平岩阿佐夫、C磯 平―郎
3期 A◎原 康夫、B新井正己、C久場俊蔵
4期 A◎野口貞義、B清水英雄、C小林紳也
5期 B加藤玲子、C☆◎水谷千尋
6期 A☆◎戸丼啓雄、B金子順治、C長浜幸郎
7期 A寺脇隆夫、B村瀬 広、C☆◎鰻目信三
8期 B☆◎須田大春、C斎藤 暁
9期 A☆◎上利泰―郎
10期 B秋吉和夫、C◎徳井 巌
11期 A☆◎簑原利憲、C伊藤望東子
12期 B☆◎渡辺知之、(協)鈴木節子、C小倉忠博
13期 A☆◎宍戸迪武、C水谷四郎
14期 A我妻隆邦、B☆○菅野 敬、川田秀文、C新居貞美
15期 A☆◎佐々木浩二

16期 D込山 喬、F宮坂充宜、G☆◎蓮井房子
17期 B☆◎勝村英美子、D平岡直和
18期 A佐藤親房、D東野秀平、E(連)益子正文、F☆◎北原久利
19期 C☆◎大石 進
20期 E☆◎森田秀利
21期 C☆◎大石喜久、(協 )根岸之夫
22期 A福井勝也、B☆◎嘉屋恭子、C今村孝次
23期 A小林 治、B☆◎小木員如
24期 A☆◎山下雅子
25期 A☆◎高橋豊彦、E増田栄―
｀
26期 A☆◎村林宣昭、C鯨井美代子、D嶋津和行
27期 A☆◎岡田晴道、B渡辺弘美、(協 )田 中万里子
28期 A☆○安部文晴、加藤孝子、E土屋千原
29期 B周藤富美子、C阿部幸浩、E金佳亜紀、F☆◎中川かおり
30期 D坂本和弘、川出雅人、E☆○瀧野日出雄
31期 B☆◎栗山利男
32期 B☆◎河井美和
33期

34期 C☆○高柳―郎、篠原昌弘、F浦田泰正
35期

36期 F☆◎吉岡広和
37期 E貝塚美和子、F☆◎岸田朗子
38期

39期 C☆◎西村太郎
40期

41期 B☆◎辻 紀子
42期

43期 D☆◎田中聡美
44期

45期 F☆◎宮原宇将
46期 E☆◎三宅佐智子
47期

48期

49期 D☆◎近藤千鶴
50期

51期 B☆◎今野大輔、C納 太郎、E鈴木宏和
52期 E☆◎善元仁史
53期 D☆◎小山里美
54期

理
事

ｏ
評
議
員

推
薦
の
お
願
い
。

同
窓
会
は
、
各
期
か
ら

一
人

の
理
事
と
、
各
ク
ラ
ス
か
ら

一

人
の
評
議
員
を
推
薦
し
て
い
た

だ
き
、
推
薦
さ
れ
た
理
事

。
評

議
員
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
左
の

一
覧
表
を
ご
覧

の
と
お
り
、
理
事

・
評
議
員
が

決
ま

っ
て
い
な
い
期
や
ク
ラ
ス

が
多
く
、
会
の
運
営
に
支
障
を

き
た
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
ク
ラ
ス
会
や
同
期
会

の
開
催
を
機
会
に
理
事

・
評
議

員
を
選
出
し
、
同
窓
会
ま
で
報

告
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。な

お
同
窓
会
規
約
に
よ
る
と

「推
薦
さ
れ
な
い
場
合

に
は
理

事
長
の
委
嘱
に
よ
る
」
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
左
の

一
覧
表
の

☆
印
の
方
は
、
先
の
理
事
評
議

員
会
議
で
理
事
長
よ
り
評
議
員

を
委
嘱
さ
れ
た
方
で
す
。

訂
正
記
入
マ
ニ
ュ
ア
ル

同

封

の

「
名

簿

発

行

の
た

め

の
調
査

票
」

に
記

入

し
、

１０
月

３１
日
ま

で
に
投

函

し

て
く
だ

さ

い
。

１
現
住
所
の
訂
正

＊
郵
便
番
号
を
正
確
に
記
入
し
た
場
合
は
、
都
道
府
県
市
区
町

村
は
省
略
し
て
も
よ
い
。

２
旧
姓
名
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
記
入
が
な
い
と
原
本
と
の
照
合
が
で
き
ま
せ
ん
。

３
電
話
番
号
は
市
外
局
番
よ
り
記
入
す
る
。

＊
携
帯
電
話
で
も
可
。

４
最
終
学
歴
は
、
大
学
院
、
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
、
各

種
学
校
な
ど
、　
一
般
に
通
用
す
る
短
縮
し
た
表
記
で
記
入
し
、

最
後
に
卒
業

（卒
）
、
中
退
、
在
学

（在
）
を
記
入
す
る
。

５
在
学
中
の
所
属
ク
ラ
ブ

・
サ
ー
ク
ル
名
は
、
下
の

一
覧
表
に
よ

り

”略
称
“
を
記
入
す
る
。

＊
こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
ク
ラ
ブ
名
は
、
正
式
名
称
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

６
勤
務
先
の
会
社

・
団
体
な
ど
の
記
入

株
式
会
社
は
閉
、
有
限
会
社
は
０
、
合
資
会
社
は
０
、
財
団

法
人
は
０
、
社
団
法
人
は
田
、
医
療
法
人
は
∞
、
宗
教
法
人
は

い
な
ど
と
略
し
、
部
署
名
は
記
入
す
る
が
、
職
務
は
記
入
し
な

７
勤
務
先
の
会
社

・
団
体
の
所
在
地
は
、
郵
便
番
号
を
正
確
に
記

入
し
た
場
合
は
、
都
道
府
県
市
区
町
村
は
省
略
し
て
も
よ
い
。

電
話
番
号
の
末
尾
に
、
代
表
の
、
直
通
回
、
呼
び
出
し
ｍ
等

は
記
入
し
な
い
。

８
連
絡
先
と
は
、
地
方
の
大
学

へ
の
入
学
、
結
婚
、
転
勤
な
ど
で

住
所
が
変
わ

っ
た
場
合
で
も
連
絡
が
取
れ
る
親
元
な
ど
を
指
し

ま
す
。

＊
郵
便
番
号
を
正
確
に
記
入
し
た
場
合
は
、
都
道
府
県
市
区
町

村
は
省
略
し
て
も
よ
い
。

●
氏
名

（
旧
姓
名
を
含
む
）

以
外
の
項
目
で
、

名
簿
に

「
不
掲

載
」
を
表
明
さ
れ
る
方
は
、
各
項
目

の
□

欄

に
、
は

っ
き
り

と
×
印
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●

「
不
掲
載
」
を
表
明
さ
れ
る
場
合
で
も
、
各
項
目
に
は
必
ず
訂

正
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ク ラ ブ ・ サ ー ク ル ー 覧 表 (50音順)正式名称→略称

[前回行 つた調査の回答で「昭和62年版」 に掲載されていなか つたクラブ]

FLS→ FLS                 ゲーセン部→ゲ
MLM→MLM                女子籠→女籠

インターナンヨナルクラブ→イン       図書→図書

華道→華                 マンガ研究会、まんが研究会、漫画研究

カバディ部→カバデ             会、漫画同好会→漫画

弓道→弓                  無線→無線

クッキンク同好会→ク            わらじ同人→わらじ

クラブ活動が盛んな母校には沢山のクラブやサークルがありますが、 上の一覧表のとおり、
一つのクラブでもいろいろな名称で呼ばれていることがあり、似たような名前が、同じクラ

ブなのか判断がつきかねています。
そこでこの表の誤り、あるいはこの表にないクラブやサークルがありましたら、名簿編さ

ん委員会事務局:野口貞義まで、FAX(03-3720-6007)で お知らせください。

[体育系 ]

貪|」 道吉Б→剣
コルフ同好会→ゴ

サイクリングサークル→サ

サッカー部→蹴
山岳部→山

柔道部→柔

水泳部→水

卓球部→卓
ダンス同好会→ダ

テニス部 (硬式)→硬庭

テニス部 (軟式)→軟庭
ハスケットボール部→籠
ハ ドミントン部→バ ド
バレー研究会→バレ
バレーボール部→排

野球部→野

ラクビー部→ラ

陸上競技部→陸
ワンターフォーゲル部→ワ

[文化系 ]

ESS吉Б→ESS
囲碁同好会→□

映画研究会→映

演劇部→演

機械技術研究会 (鉄道研究会)→機

公害研究会→公

国際文通同好会→文通

児童文化研究会→児童

社会科学研究会→社

写真部→写

新聞部→新

数学研究会→数

生物部 (班 )→生

綜合文化研究会→線文

中国研究会→中国

天文気象部→天気

美術研究会→美

物理化学部→物化

文芸部 (同好会)→文

放送研究会→放

落語同好会→落

わだつみ会→わ

[音楽系 ]

歌う会→歌

音楽知識研究会→音
クランックギター同好会→クギ

軽音楽同好会→軽
ジャズ同好会 (ジ ャズ研究会)→ J

吹奏楽部 (吹奏楽同好会)→吹

筆曲部→筆
TIC(都立楽器部)・。TIC

フォークソンク同好会 (フ ォーク村)→ F

リズム同好会→リ

住所変更のご連絡は 東京都立大学附属高等学校新制同窓会 :〒 152-0023 目黒区八雲 1-1-2ま で葉書でご連絡ください。  4


